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Press Release 

     2024 年 7 月 11 日 

 

全但バス株式会社（本社：兵庫県養父市、代表取締役社長 村上宣人）は、このたび、観光庁の実証事

業「『第２のふるさとづくりプロジェクト』ターゲットニーズに着目した再来訪促進のためのモデル実証

事業」の採択を受け※1、地域活性化に向けた企画・イベント開催を通じて、新たなファンを創出するため

のプログラム「新温泉町ローカルクエスト vol.2」を展開します。当社が観光庁の『第２のふるさとづく

りプロジェクト』の採択を受けるのは、2023年度に続き、2 度目となります。 

 

2023 年度実証事業においては、学生や社会人を対象に地域課題解決型のプログラム「ローカルクエス

ト」と題して参加者を募集し、累計 256名の方に参加いただきました。関西圏から新温泉町への来訪を促

すために高速バスと町民バスを組み合わせたサブスクリプションモデルを試行しました。しかしながら

既存の運行ダイヤの場合、土曜日の昼過ぎに新温泉町に到着し、日曜日の昼過ぎには出発することとな

り、新温泉町での滞在時間は短い点が、ボトルネックとなることが判明しました。 

そこで 2024年度は、ローカルクエスト参加者が利用しやすいように、大阪（阪急三番街バスターミナ

ル）～湯村温泉（兵庫県美方郡新温泉町）間の高速バス「ふるさと Weekend便」として月に 1 回、週末限

定※2で増便します。同運行ダイヤの場合、土曜日の朝に大阪を出発し、日曜日の午後に新温泉町を出発す

るため、滞在時間を有効に活用可能です。また、サブスクリプションの範囲を 2023年度と同様に、全但

特急バス湯村大阪線（「ふるさと Weekend 便」含む）の全便と新温泉町内を運行する町民バス「夢つばめ」

に加えて、全但バス一般路線バス八鹿湯村線まで拡大。さらに、販売価格を 2,000 円低減した 9,000 円

（/1 ヶ月・税込）とし、よりリーズナブルに設定したサブスクリプションプラン「新温泉町たんけんパ

ス」をご用意することで、新温泉町と関西圏の交流・往来の活性化を促進します。当社は、同実証事業を

通じて、利用者向けには効率性がよく、経営視点では収益性のよいダイヤ作りに繋げていきたいと考えて

います。 

 

2024 年度「新温泉町ローカルクエスト vol.2」では、前年度の参加者で新温泉町のファンになった方が

地域活性化の企画側にまわり、新たな来訪者やファンを生み出していくという好循環を育むプログラム

の実施を目指します。そのためにも、地域の受け入れ側や参加者同士の交流を促すことを目的に、当社の

湯村営業所内に新設したワークスペースを備えた交流拠点、“gensen space TOJI”での交流イベントな

ども定期的に開催します。 

 

  

観光庁『第 2のふるさとづくりプロジェクト』実証事業に 2度目の採択 

新温泉町の地域課題解決に向けて「ローカルクエスト vol.2」を展開 

  

2023 年度ローカルクエスト実施時写真（左：豆の収穫、右：椎茸の植菌） 
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背景 

兵庫県美方郡新温泉町は、人口 12,236人（推計、2024年 5月 1日時点）、うち 65歳以上の高齢化率が

4 割超えという他の地方自治体と比べても、いちだんと高齢化が進んだ地域です。農業の担い手不足によ

る農地荒廃や他地域への労働人口の流出など、過疎化も含めてさまざまな課題が山積しています。一方、

町内には３つの温泉（湯村・浜坂・七釜）を有し、但馬牛・海の幸・自然（ジオパーク・上山高原）も豊

富であり、観光資源に恵まれた土地です。ひょうご観光本部による観光地魅力度調査報告書※3によれば、

現状、湯村温泉を訪問する人は、50 代（28.6％）を中心に、60 代（22％）、40 代（19.2％）の中高年層

が中心です。訪問目的は温泉が 89％と高く、来訪者の居住地は関西圏が 85％を占めています。リピート

率は 67.5％（2 回目、3回目以上合計）を占めていますが、体験・アクティビティを期待する人は全体の

22.5％と低く、温泉をきっかけに訪問する人への新たな観光コンテンツの提示が求められています。 

 

１．期間限定運行「ふるさと Weekend便」運行概要・料金 

項目 詳細 備考 

大阪発便

（土） 

大阪 発      8 時 20 分  阪急三番街バスターミナル 

湯村温泉 着 11 時 17 分  

新温泉町発便

（日） 

湯村温泉 発 16 時 30 分   

大阪 着     19 時 24 分 阪急三番街バスターミナル 

運行日 

2024 年 8 月 3 日（土）・4日（日） 

2024 年 8 月 10 日（土）・15 日（木）* 

2024 年 9 月 7 日（土）・8日（日） 

2024 年 10 月 19日（土）・20日（日） 

2024 年 11 月 23日（土）・24日（日） 

2024 年 12 月 14日（土）・15日（日） 

2025 年 1 月 18 日（土）・19 日（日） 

＊お盆期間につき、8月 10日（土）

出発便のみ、帰路は新温泉町発、

8 月 15日（木）となります。 

費用 4,550 円（片道・税込） 片道通常料金と同額 

２．ローカルクエスト参加者向け サブスクリプションプラン「新温泉町たんけんパス」概要 

項目 詳細 備考 

利用期間 2024 年 8 月 1 日（木）～2025年 1月 31 日（金） 
年末年始（12月 29 日～1 月 3 日）

の利用は不可 

費用 
月額大人 9,000円（税込） 

3 ヶ月 25,000 円（税込） 

月額学生（小学生）7,200円（税

込）※3ヶ月設定なし 

利用範囲 

全但高速乗合バス 大阪（阪急三番街バスターミナ

ル）～湯村温泉（兵庫県美方郡新温泉町）乗り放題 

＊城崎大阪線も乗換利用可能 

一般路線バス（八鹿駅～湯村温泉間）・町民バス夢

つばめ（新温泉町内）全路線乗り放題 

高速乗合バスの大阪、湯村温泉

以外の途中下車は不可（但し、高

速バス大阪城崎線を利用し乗換

する場合は、 

八鹿駅のみ利用可） 

募集期間 2024 年 7 月 11 日（木）より適宜 

再来訪の意志や地域課題解決に

意欲のある方などを優先させて

いただきます 

募集要項 大学生以上、社会人 

募集人数 30名/月 同居家族（子ども）含む 

オンライン 

説明会 

2024 年 7 月 12 日（金）12 時～・13 日（土）19 時～・16 日（火）12時～・ 

18日（水）12 時～・25 日（木）19 時～ 

専用ページ：https://localquest-vol2.peatix.com/ 

専用サイト https://localquest-shinonsentown.studio.site/ 

主催 全但バス株式会社 https://www.zentanbus.co.jp/ 

共催 新温泉町商工観光課 https://www.town.shinonsen.hyogo.jp/ 

支援 株式会社ホーン ソロトリ（一人旅メディア）運営 https://magazine.solotori.jp/ 
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３．観光庁『第２のふるさとづくりプロジェクト』実証事業について 

当事業の開始検討がなされた 2022年時点では、日本はコロナ禍等によって働き方・住まい方に関する

意識が変化する中で、密を避け、自然環境に触れる旅へのニーズの高まりや、ふるさとを持たない大都

市の若者が増え、田舎にあこがれを持って関わりを求める動きがありました。こうした新しい動きも踏

まえ、いわば「第２のふるさと」として、「何度も地域に通う旅、帰る旅」というスタイルを推進・定着

させることで、国内観光の新しい需要を掘り起こし、地域経済の活性化につなげることを目的に、観光

庁は『第 2 のふるさとづくりプロジェクト』の本格始動を開始。2022 年度は全 19 地域、2023 年度は全

18地域、2024年度は全 12 地域が採択されています。当社は、2023 年度に続き、2024年度と 2 年連続で

採択されました。今後、2025年 1月末までを期日とし、自ら設定した仮説の検証を進めていきます。 

 
※1：観光庁『第２のふるさとづくり』公表資料（2024年 4月 26日付） https://www.mlit.go.jp/kankocho/kobo05_00002.html 

※2：8月のお盆期間については、8月 10 日（土）出発便のみ、帰路は新温泉町発、8 月 15日（木）となります。 

※3：（出典）ひょうご観光本部による観光地魅力度調査報告書（湯村温泉）2021年 4 月～6月調べ 

https://www.hyogo-tourism.jp/files/survey/r30407yumura.pdf 

 

■ローカルクエスト新温泉町 チラシイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊ 本件に関する問い合わせ先 ＊ 

全但バス株式会社 バス事業部 （担当者名）山根・小山・小坂 

TEL：079-662-2133（直通）／ E-mail：yuji.kosaka@zentanbus.co.jp 

 

 


